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　　　代は不明である．從
　　　つて，之れも，ペリ
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　　　のか，又は明治tcで
　　　もなって西洋から買
　　　つたものか，わから
　　　ない．尤も，若し，紛
　　　失した部分が無いと
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　　　　　しかし此のプラネタリウムも，今日の普通教育界に忘れられてみ
るが，甚だ有用な學用品であって，此れを見せられた若い生徒などは，大に
6　　　　　　　雁山・尾ノ道．松山への族（山本一清）
暗示を受けて，回れ或は之れ以上の見事なプラネタリウムを自作する者も出
るだらう．頗る有意義な品である．（此の品のril來は殆んど全く不明であるに
拘らす），
　町回鏡は，自分には何の判断も付きかねる．英國品らしく，製作者は，W．
E．STA、Tl｛AM，　Optician＆C（）．，111＆367　Strand　Londonと書いてある．
倍奉は1000倍と，2000倍とのア1ピ1スがあb，可なり立派に，今も爾ほ使
ひ得るものであるが．
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　幅lllでは意外に・多くの物を見，術ほ，時開が足りなくて，見られなかった
ものもあるので，再訪を購し，同日17時04分獲の汽車1こ乗り，17時40分，尾
ノ道着，小倉，宮本諸氏に迎えられ，宮本邸に少憩．19時から同地の小笹等
々堂で，文化協會主催の講演會にL宇宙「について一揚の講演をなし，會後，
別室で暫時座談した後，宮本邸で泊った．倉敷から同道された荒木健氏は，
夜ノド過ぎの列車で蹄り去られた．
　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　翌十月2日，朝5時，宮本氏に見途られ，連絡船で今治に渡り，飯氏邸に少
憩，同8時40分今治獲の列車に，飯氏と同道して松山へ，9時59分に着いた・
　松山では高等早筆に新築された槻測案内に，新しい15cmの赤道儀を据え
付けるのが今回の用事の一であるが，此の日，午後，京都の西村氏が器械の
組み立てをやってみる聞を利用し，13時から2時町営，金子校長の希望により，
講堂で，全校生徒に一揚の講話をした．主題は今夏のアメリカ蕨行中の天文
關係事項であった．
　講演後，西村氏の仕事を監督し，夕食後，室が暗くなるのを待って，北極
の星々をたよりに，極軸の位置修正をし，下れから恒星や．一i・：星などを親つs，
星像や，アイピースの槍査をした．すべて，0．K．
　次ぎの一・卜月3日，11時から，松山市の東雲高等女學校で講演．午後は15時か
ら17時頃まで，高等學校豫三二の會員たちと座談．18時頃より，新望遠鏡披
露のため校長から招待を受けた市内名士たちに天禮槻望の世話をし，20時か
ら緯ド時聞，物理講義室で雪垣な講演をした．
福山・尾ノ港松田への族（山本一清） ??
　十月3日の夜牛，高濱出帆のしみどり丸「で婦洛．
　因みに，此の松山高等學校の新しい15糎屈折式赤道儀は，劃物レンズを東
京の五藤光學研究所で，機械部を京都の酉村製作所で作ったものであって，
　封物玉は，口径15cm（クラウン硝子は大阪エ業試験所製造の1－1．　K．7，フリント硝
　　　　子は欄國Sch（，tt會砒製作F3）
　　　　焦黒目距離F＝2210tnm
　接眼玉は，次の8種
　　　　40mmケルナ1，　25mmケルナ1，　12一｝　ユケルナ；，　18mmエルフレ，
　　　　9mm　ミテンツワイ，　15mmオルソスコピク．　6mmオルソスコピク1
　　　　4mmオルソスコピク，
　　　　他に，ツエルナ1式恒星用直親分光器，　ダイヤゴナル・プリズム，　サン
　　　　グラス（2個），　ムーングラス，及び三頭レボルバ】が附写してみる・
　ファインダ1は，口極64mln，　F；480m皿．
　　　　接眼玉は，401nm，12豊mmのもの各一個・
　天燵廟溝機は，ロ径80mm，　F4のべツブル玉・1・’・・31⑪mm・
即ち，現時の國疏赤道儀としては，最大最良の逸品である．
　之れが据え付けられた揚所は，松由高等學校の物理學實験室（新規婚築）の’
屋上で，特に4米■方の格納室を作り，屋根は西方へ6米移動するやうにな
ってみる．叉，望遠鏡の豪は．70Cmx75Cluのコンクリ1ト桂で，地申に3
米，地上に6米の長さのものである，（’．眞は次項に掲げる・）
　松Lll高等引回は，かねてから口径15センチのl！I村三惑作反射鏡を所有して
みる．回れ’は経緯凝の上に載ってみる．
　故に，同校は今回の屈折貌設備により，標準的な天艀望遠鏡を完備するに
至ったわけで，校長始め職員たちも大噂び．
　今後は，河路教授が主として此等の器械によ1），研究と實地指導に幽られ
る筈で，既に同校生徒間には天文研究熱が勃興しつNある梗様に見受けられ
た．叉，此の機に，松山には東亜天文協會の支部が設立されることになった
のは，學界のため喜ばしいことであった．　（終）
注意；　本會槻測部流星課員には無代で流星圏を途りますが，塗料だけは負回して
　下さい　（東亜天文協會）
